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        No. 2643
2023 年 8 月 7 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

今
月
も
値
上
げ
。「
８
月

の
食
品
値
上
げ
は
１
１
０

０
品
目
あ
ま
り
だ
」「
来
月

も
２
０
０
０
品
目
が
見
込

ま
れ
て
い
る
」「
消
費
者
に

田
首
相
は
保
険
証
廃
止
の

方
針
は
変
え
ず
、『
資
格
確

認
書
』
の
有
効
期
限
を
最

長
５
年
に
延
ば
す
と
い

う
」「
問
題
を
先
延
ば
し
し

て
い
る
だ
け
、
抜
本
解
決

に
な
ら
な
い
」「
現
行
の
保

険
証
の
存
続
が
最
も
簡
素

核
惨
事
の
脅
威
「
増
大
」

に
警
鐘

　
医
学
誌
１
０
０
誌
超
が
異
例
の
共
同
論
説

大
打
撃
だ
」「
政
府
は
無
策

だ
。
消
費
税
を
下
げ
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
保
険
証
で
ト
ラ

ブ
ル
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
確
認

シ
ス
テ
ム
で
ト
ラ
ブ
ル
が

７
割
に
な
っ
て
い
る
」「
岸

　

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
78
年
。
世
界
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
大
き

く
踏
み
出
す
一
方
、
核
大

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
始
ま
る

核
廃
絶 

世
界
へ
発
信

　
国
際
会
議  
被
爆
者
・
市
民
社
会
が
訴
え

　

英
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト

な
ど
世
界
の
１
０
０
を
超

え
る
医
学
誌
が
３
日
、
核

戦
争
の
「
危
険
は
大
き
く
、

増
大
し
て
い
る
」
と
異
例

の
共
同
論
説
を
発
表
し
、

核
保
有
国
に
「
わ
れ
わ
れ

を
滅
ぼ
す
前
に
核
兵
器
を

廃
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
緊
急
行
動
を
促
し

ま
し
た
。

　

論
説
は
「
世
界
に
約

１
万
３
０
０
０
発
あ
る
核

兵
器
の
う
ち
２
５
０
発
が

使
用
さ
れ
た
だ
け
で

１
億
２
０
０
０
万
人
が
死

亡
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と

指
摘
。
世
界
の
医
療
関
係

者
に
対
し
、
市
民
や
指
導

者
に
向
け
、
核
兵
器
が
も

た
ら
す
「
公
衆
衛
生
へ
の

重
大
な
危
険
」
に
つ
い
て

警
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

で
確
実
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
浜
１
号
原
発
が
発
送

電
開
始
（
２
日
）。「
国
内

最
古
の
高
齢
化
原
発
だ
。

福
島
原
発
事
故
を
忘
れ
た

の
か
」「
再
稼
働
は
停
止
す

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
６
号
が
停
滞
。「
沖

縄
本
島
や
先
島
諸
島
に
甚

大
な
被
害
が
生
じ
て
い

国
は
核
保
有
に
固
執
し
、

核
使
用
の
危
険
が
高
ま
る

中
で
、
原
水
爆
禁
止
２
０

２
３
年
世
界
大
会
が
４
日
、

広
島
市
で
国
際
会
議
を
皮

切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

海
外
代
表
も
多
数
リ
ア

ル
参
加
し
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
に
向
け
た
運
動

を
交
流
す
る
と
と
も
に
、

国
連
、
各
国
政
府
、
市
民

社
会
（
16
カ
国
・
地
域
か

ら
43
人
、23
団
体
が
参
加
）

が
共
同
で
核
兵
器
の
使

用
・
威
嚇
を
許
さ
ず
、
廃

絶
を
求
め
る
声
を
世
界
に

発
信
し
ま
す
。

　

世
界
大
会
実
行
委
員
会

の
野
口
邦
和
運
営
委
員
会

共
同
代
表
は
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
、
核
兵
器
廃
絶
を

共
通
の
目
標
と
し
て
「
平

和
の
波
」
行
動
を
宣
言
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
流
れ
を
促

進
し
て
、
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

と
憲
法
を
生
か
し
た
平
和

外
交
を
迫
ろ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

国
際
会
議
の
第
１
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
被
ば
く
者
の
声

を
世
界
に
」
で
は
、
日
韓

の
被
爆
者
と
米
国
が
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
行
っ
た
核

実
験
の
被
害
者
が
被
爆
の

実
相
を
訴
え
、
さ
ら
に
原

爆
「
黒
い
雨
」
訴
訟
広
島

高
裁
判
決
に
つ
い
て
研
究

者
が
特
別
発
言
し
ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

る
」「
停
電
が
数
日
続
い
て

冷
蔵
庫
も
ク
ー
ラ
ー
も
使

え
な
い
」「
旅
行
者
が
帰
れ

ず
足
止
め
に
な
っ
て
い

の
賄
賂
疑
惑
。「
４
日
、風

力
発
電
会
社
か
ら
３
０
０

０
万
円
を
受
け
取
っ
た
疑

惑
で
家
宅
捜
査
が
行
わ
れ

た
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
巡
っ
て
こ
の
よ
う

な
不
正
行
為
は
残
念
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

各
地
で
花
火
大
会
。「
隅

田
川
花
火
大
会
が
４
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
」「
１
０

０
万
人
の
人
出
で
帰
り
は

大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
」「
昭

和
記
念
公
園
も
開
催
。
久

し
ぶ
り
に
生
で
見
た
。
感

動
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
連
日
暑
い
日
が
続
い

て
い
る
」「
東
村
山
で
は
熱

中
症
で
夫
婦
が
亡
く
な
っ

た
」「
外
へ
出
る
の
は
控
え

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
が

キ
レ
イ
だ
」

「スト破り法」
スト中「派遣」代替は違法

　イギリス高等法院判決

　

英
国
の
高
等
法
院
（
一

審
）
は
６
月
13
日
、
労
働

者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
中
に
雇

用
者
が
派
遣
労
働
者
を
現

場
に
補
充
す
る
こ
と
を
認

め
た
新
法
は
違
法
だ
と
す

る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

　

記
録
的
な
物
価
高
騰
の

な
か
ス
ト
頻
発
を
阻
止
し

よ
う
と
、
昨
年
９
月
、
与

党
・
保
守
党
の
主
導
で
制

定
。「
ス
ト
破
り
」法
と
も

称
さ
れ
、
複
数
の
労
働
組

合
が
撤
回
を
求
め
て
提
訴

し
て
い
ま
し
た
。

　

判
決
は
同
法
に
つ
い
て

「
全
く
不
公
平
で
あ
り
道

理
が
な
い
」
と
し
て
、
当

時
の
推
進
役
の
責
任
を
厳

し
く
指
摘
。
英
国
で
は

１
９
７
６
年
労
働
者
保
護

の
た
め
に
雇
用
者
側
に
対

し
、
労
働
争
議
中
の
従
業

員
の
代
替
目
的
で
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
を
禁
止
し

た
こ
と
に
も
照
ら
し
て

「
違
法
だ
」と
断
じ
ま
し
た
。

　

政
府
に
よ
る
「
日
本
学

術
会
議
の
在
り
方
に
関
す

る
有
識
者
懇
談
会
」
の
設

置
方
針
に
つ
い
て
、
大
学

教
授
ら
で
つ
く
る
「
大
学

の
危
機
を
の
り
こ
え
、
明

日
を
拓ひ
ら

く
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
７
月
27
日
、
見
解
を
発

学
術
会
議
の
あ
り
方

開
か
れ
た
場
で
の
熟
議
を

　
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
見
解

表
し
ま
し
た
。

　

見
解
は
、
政
府
は
こ
の

間
、
学
術
会
議
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
の
基
本

的
問
題
で
考
え
を
示
さ
ず
、

強
引
に
組
織
改
編
を
進
め

よ
う
と
し
て
き
た
、
と
指

摘
。
学
術
会
議
の
在
り
方

は「
科
学
の
社
会
的
役
割
」

を
基
礎
と
し
て
、
日
本
の

学
術
体
制
全
般
の
中
で
論

じ
る
こ
と
が
重
要
、
と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
有
識
者
懇
に

つ
い
て
、
▽
基
本
的
問
題

を
広
く
取
り
上
げ
る
▽
構

成
員
は
学
術
会
議
の
意
見

も
よ
く
聞
い
て
選
任
す
る

▽
審
議
は
公
開
す
る
▽
熟

議
の
た
め
の
十
分
な
時
間

を
確
保
す
る
▽
結
論
は
学

術
会
議
を
拘
束
す
る
も
の

で
は
な
く
、
学
術
会
議
と

政
府
と
の
対
話
の
出
発
点

で
、
市
民
社
会
に
よ
る
吟

味
の
対
象
と
さ
れ
る
―
の

５
点
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
学
術
会
議
自
ら

が
、多
様
な
分
野
の
団
体
・

個
人
が
議
論
に
参
加
で
き

る
「
開
か
れ
た
場
」
の
設

置
を
検
討
し
、
そ
こ
で
の

議
論
が
有
識
者
懇
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
も
期
待
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。

「赤ちゃん物価指数」9.3％増

　子育て世代の家計直撃

　

粉
ミ
ル
ク
や
紙
お
む
つ

の
値
上
が
り
が
、
子
育
て

世
代
の
家
計
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。
民
間
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
浜
銀
総
合
研
究
所

が「
赤
ち
ゃ
ん
物
価
指
数
」

を
考
案
し
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
「
消
費
者
物

価
指
数
」
か
ら
子
育
て
関

連
の
商
品
で
あ
る
粉
ミ
ル

ク
、
紙
お
む
つ
、
乳
児
服
、

人
形
、
玩
具
自
動
車
の
計

５
品
目
を
抽
出
し
て
一
定

の
ウ
エ
ー
ト
を
か
け
て
作

成
し
た
も
の
で
す
（
図
）。

　

今
年
６
月
の
「
赤
ち
ゃ

ん
物
価
指
数
」
は
前
年
同

月
比
９
・
３
％
上
昇
。総
合

指
数
の
上
昇
３
・
３
％
の

２
・
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
家
計
へ
の

負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

次
回
発
行
は
８
月
21
日

で
す
。

体験　じわじわ熱中症

　

疲
労
が
た
ま
り
、
少
し

倦
怠
感
を
感
じ
た
翌
朝
に

発
熱
。
37
℃
を
越
え
て
午

後
に
は
39
℃
。
夏
風
邪
・

夏
バ
テ
と
思
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
を
危
惧
し
な
が

ら
医
者
へ
。
コ
ロ
ナ
感
染

で
は
な
か
っ
た
。
幸
い
症

状
は
軽
か
っ
た
。

　

疲
労
が
た
ま
り
暑
い
中

で
お
こ
る
の
が
じ
わ
じ
わ

熱
中
症
。
発
熱
、
倦
怠
感
、

頭
痛
、
筋
肉
痛
、
生
あ
く

び
な
ど
夏
風
邪
に
似
る
。

酒
を
飲
ん
だ
翌
朝
に
脱
水

が
進
ん
で
発
熱
、
重
症
化

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
か
ら
ご
用
心
。（
Ｅ
）

参
考
：TBS ARCH

IVES 
「
じ
わ
じ
わ
熱
中
症
」

(2023/7/30)　

　　医療NOW

る
」「
停
滞
し
て
い
た
が
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
く
る
」「
再
び

の
被
害
が
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
・
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員


